
N P O 法人P O S S E ボラ ンテ ィ ア募集
数育･貧困･ 被災セミナ ー を開催します
N P O 法人 P O S S E は､ 被災地復興支援の

一

環として ､ 就学支援ボラン

ティ ア募集説明会と教育 ･ 子‡困 ･ 被災をテ ー マ としたセ ミナ ー を開催し

ます｡ 子どもの 貧困や教育 ･ 福祉政策に関心の ある方､ P O S S E の 就学

支援ボラン ティ アに興味の ある方は ､ ぜ ひお気軽に ご参加くださ い ｡

日時

場所

5 月2 0 日(日) 1 0 時 ～ 1 4 時

5 月2 6 日(土) 1 3 時 ～ 1 7 時

6 月2 日 (土) 1 0 時 ～ 1 4 時
娩明会は個別に 30 分ほ ど行い ます｡ 上 記の 時間帯 で都合の よい 時に お越

しくださ い ｡ 上 記の 日程 で ご都合が合わな い 方l こは ､ 別途 ､ 個 別に 説明会

を 軌ナますの でお気覇 に ご連絡〈 ださ い ｡

仙台市市民活動サポ
ー トセンタ

ー

7 階事務 ス ペ
ー

ス ( 仙台市青葉区一番町四丁目 ト3 )

N P O 法 人P O S S〔 仙台支部 では ､ 復興支操事業の一環 として ､ 被災 した子 ども に勉強

を教える就 学支援 事射 こ取り組ん でい ます｡ 支援 して い る子どもの 多くは､ 母子家庭

で あ っ たり ､ 生活保護水準以下で 隻語 して い たり と貧困状態にあります｡ 生活環境が

整わない ため ､ 十分他 動こ集中で きず ､ 学校の 授業進度 に つ い て い けなかっ たり､ 不

登校に陥っ たりして い る子 とも たちもい ます｡ こ うした子どもたちに 対して は ､ 勉強

を教えるだけでは 十分 な支援 とい えす､ 生 活基盤や 高校進学の ための 経済的基盤を整

えるための 福祉的
･

制 度的 なサポ
ー

トも必要 となります ｡ 狭い 意味での 教育だけで は

なく､ 福祉 的
･

制度的方法 を用 い ての 就学 支動 こ恥 心のある方は是非お気軽に こ参加

ください ｡
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乗京大学大学 院教授

本 田 由紀 胤 た
. ゆ き,

5 月2 7 日( 日) 1 5 時0 0 分
～

1 5 :0 0 ～ 開会

1 5 :0 5 " 1 5 :2 0 P O S S E 就学支援事業 の ご案内

1 5 :2 0 ～ 1 6 :2 0 講演

1 6 :】5 - 1 7 :0 5 質疑応答

1 7 :0 5 - 1 7 :1 5 閉会の あい さ つ

掘

場所 木町通市民セ ンタ
ー 第 一 会議室

( 青葉区木町通 1 - 7 - 3 6
･ 地図は裏面を参照)

※同 5 月 2 7 日 (日) 1 ヨ時 ～ 1 5 時に は ､ 就学支援ボラ ンテ ィ ア の 募集説明会を大町通 り

市民 セ ン タ ー (第 一 会議室) にて お こ ない ます｡ 是非 こちらも併せ て ご参加ください｡

事災は子 どもの 貧困をい っ そう深刻化 させ てい ます ｡ 家計支持者の 死別 ､ 自宅の 流 出､ 壬災後 の 両親の

離婚 等によ っ て ､ 子 どもたちの 生 活
･

就 学の 条件 は非常 に厳 しい もの に な っ てい ますっ 子どもたちは生活保

護水 準以 下で 生活 してい たり､ 生 活環境が整わない ため､ 十分 勉強 に集 中できず､ 学校の 授業進度につ い て

い けなか っ たり ､ 不登校に 陥 っ たりして い ます｡

こ う した子 どもの 貧困や ､
それ に よっ て 引き起 こ音れ る低 学力や低 学歴 ､ さ らに は 成長後の さまざ 夏な困

紺よ被災地 に限 っ た もの では ありません｡ 貧困は日本社会の 中で根 強く存在 し てきた間遠で す ｡ 各種の 調査

に よっ て ､ 生活保護受給世帯 で育っ た子供が成人後 ､ 再 び生 活保護を受けるな ど貧困の 連鎖が生 じてい るこ

とが指摘 されて い ます｡ しか し ､ 唱 困の 達観｣ に対 する社会の 認識 や ､ 連鎖を断 ち切 るための 子 ども
･

若

者 へ の 支採 は未 だに不十分な ままとなっ て い ます｡ こ の ような状況で ､ ボラン テ ィ アに よる貴国世帯 へ の子

どもの 支援の 意義は ますます高 まっ てし
､ るとい えます ｡

本七 三ナ
ー

で は､ 穀育社会 学を専門とす る本田由紀 さん をお招き し､ 戦後 日本の 社会構造の 変化か ら､ そ

の 中で の 格差や 貧困 の広 が りと福祉制度の 欠如､ 農災に よる課題の 顕在化まで 子 どもの 貧困が深刻化 してい

る背工≡: に つ い て お話 して い たたき ､ 困窮｣ てい る貴族や 子ども に 対する 支昆の あ り方に つ い て 考えます .

.



1 3:0 0 開場 (ボラ ンテ ィ ア募集説明会)

1 5 :0 0 開会の あい さつ ､ 講師紹介

1 5:0 5 P O S S E 就学支援 ご案内

1 5:2 0 本田由紀 さん ご講演

1 6 :3 5 質疑応 答

1 7 : 0 5 閉会の あいさ つ ､ ボラ ン テ ィ ア募集 の ご案内

1 7 : 2 0 閉会

本田 由紀 さん ( 東 京 大学 大学 院教 授 ) : 1 9 6 4 年 生 まれ ｡ 乗眉 大学 大 学院 教育学 研

究村数 胤 専 門 は教育 社 金字 ｡ 著 暮 に 『教 育 の 職業的意義』( ち く ま新書 ､ 2 00 9) ､ 『軋

む 社会l ( 双風 社､ 2 0 0 8) ､ 汀 ニ ー ト｣ っ て 首 うな = ( 光 文 社､ 2 0 0 6) ､ 『多 元化 す る｢髄
九戸 と 日本 社会』 (N IT 出 版 ､ 2 0 0 5) な ど ｡

に取り組む

P O 5 S E は若者の労働 ･ 貧困問題に取り組む

N P O で す｡ 活動内容は､ 貧困 ･ 福 祉分野､

教育分野､ 労働分野と多岐にわた っ て いま

すし､ 就学支援に 関わりたい ､ 貧困
･

教育問

題に関心があり勉強をしてみたいと いう方

は
､ 本 セ ミナ

ー
･ ボ ラ ン テ ィ ア説明会に ご

参加い ただくか､ 下記連絡先までご連絡く

ださい
｡

就学支援活動
被災した家庭ては 璧済困窮 の ため子どもを一般 の 学習

塾に 通わせられない
､ 仮設住宅 が狭く勉強場所 を確保

できない などの 問題を抱 えてい る ことがあり ます｡ そ

こ で ､ P O 5 S 【 仙台支部 では ､ 被災 した子 どもた ちに勉

強を教える ､ 就学支援を行 っ てい ます ｡

生活相談活動
P O SS E で は生活困窮 ､ 奨学金の 返済困難な ど生活上の

課題を抱えた方からの 相談を受け る生活相談活動 に取

り組ん で い ます｡ 一件一件 の相 談に ボ ラン テ ィ ア が対

応 し､ 制度活用 を通 した問 題解決をサ ポートしますり

生活相 訊 こ関わ る法制度 は学習会で 学べ ます ｡

送迎バ ス事業

仮設住宅 は立地 が悪 く
､ 高齢者 ･ 障害者は通院 ･ 買物

か困難 であるため
､ 送迎/くス を運 行 して い ます√

j 現在

は ､ 宮城野区の 6 つ の 仮設住宅で 運行を してい ます
_.

ボ ラン テ ィ ア は買い 物の 付き添し､ や
､ 歩行介助と して

活躍 してい ます｡
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木町道市民セ ンタ ー 会場地 園

して い ます !

ミ
ー

ティ ン グ ･

御 博の積雪
-一

一 t ■｣
､

1

ミーティ ン グ ･ 掌 背金の 機子

労働法教育活動 I

P O S ～E で独 自に作成 した教材 を使 い ､ 高校生や大学生 ㌧

に労働法の 基礎まロ識や 労働 間遠 へ の 対処法を教え る出

張授業を実施 してい 夏す｡ 働 きはしめ る前に 労働法の

知識を身に つ け
､ 労働問題を未芦捌こ防 ぐ取 り組み で す〕

支援者セミナ
ー

1 ～ 2 ケ月 に 1 回程度 ､ 貧困 ･ 生活圏窮 問題 に取 り組

む N P O 活 動家や弁護士 をお招き し､ セミ ナーを開催

して い ます∪ 貧困問題の 実 態を社会に発信
･

提起す る

とと もに､ 生活 困窮者支 掛 こ携 わる支援者の 養成を 員

的として い ますし

コ ミ ュ ニ テ ィ 創出活動

仮設住宅で の コ ミ ュ ニ テ ィづくり の お手伝 い を してい

ます｡ 住民が集え る喝を つ く るため に集 会所 の 前に机 t

綺子 を設 置 した り ､ 集 うきつ かけを つ く るため に イベ

ン トを開催 したり して い ます ｡

労働相談 ､ 労働法致育､ 調査活動､ 政策研究
･

提言､ 文化企画

を若者自身の手で行う N P O 法人です｡ 現在 ､ 会員は約 2 5 0 人 1 0 代､ 2 0 代

を中心に
､ 約 1 0 0 人の メ ン バ ー

で運営してい ます｡ 年間およそ 4 0 0 件の労働

相談に対応してい ますD 事務所は東京の 下北沢､ 京都 ､ 仙台に構えて います
｡

電話 :0 2 2- 2 6 6 - 7 6 3 0

E m a ‖: 5 e n d ∂i @ n p o p o s 5 e .j p

住 所 ‥〒 9 8 0- 0 8 1 1 仙 台 市 青葉区一番町4 - 1 - 3

仙 台 市市民活動 サ ポー ト セ ン ター気付




